
船舶事故等調査報告書 

平成２２年６月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０門第２２号 

事故等種類 沈没 

発生日時 平成２２年２月６日 １３時１２分ごろ 

発生場所 山口県下関市蓋井島西方沖 蓋井島灯台から真方位２９８°１８海里付近 

（概位 北緯３４°１４.３７′ 東経１３０°２７.７８′） 

事故等調査の経過  平成２２年２月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務所）

を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 KUM
ク ム

 JO
ジョ

１０１、１１９トン 

８９６２６８２（ＩＭＯ番号）、KUM JO MARINE CO.,LTD 

Ｂ 浮ドック 、全長５７.８ｍ、全幅１８.６ｍ、深さ７.５ｍ 

 乗組員等に関する情報 船長、外国免状 

 死傷者等 なし 

 損傷 浮ドックの沈没 

 事故等の経過 

 

 本船は、船長ほか４人が乗り組み、浮ドックをえい
．．

航して、大韓民国釜

山港に向けて、低速力で、手動操舵により北西進中、浮ドックが沈みかけ

たため、引船乗組員がえい
．．

航索を巻き込んで緊張させ、約２０ｍを残して

切断したところ、平成２２年２月６日１３時１２分ごろ、蓋井島西方沖に

おいて、浮ドックが沈没した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風速 約１３m/s、視界 良好 

海象：波高 約３ｍ 

 その他の事項  えい
．．

航索は、ポリエチレン製（長さ約２００ｍ、直径約１００mm）とビ

ニール製（長さ約５０ｍ、直径約５０mm）から構成されていた。 

 沈没海域の水深は、約９６ｍであった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

引船 なし、浮きドック 不明 

不明 

本船は、蓋井島西方沖において、浮ドックをえい
．．

航中、浮ドックに浸水したことから沈没したものと

考えられるが、浸水した状況を明らかにすることが

できなかった。 

原因  本事故は、本船が、蓋井島西方沖において、浮ドックをえい
．．

航中、浮ド

ックに浸水したため、浮ドックが沈没したことにより発生したものと考え

られる。 

 




